
 

 

資源価格上昇に転ず 
 

非鉄の価格指標である LME が上昇してきました。国際

的な需給が締まってきた事もありますが、やはりアメ

リカの次期大統領がインフラ投資を行うと発言して

いる事でしょう。LME は、ファンドなど投機資金が大

量に流れ込んでおり、需給の緩衝材というよりは、投

機対象としての色合いが極めて強いマーケットとな

っています。つまり、市場関係者が、リスクテイクに

動き始めたということでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは、LMEアルミの５年間の動きのグラフですが、

今年の春頃をボトムに徐々に価格を上げてきていま

す。リーマンショック以降、レンジを下げてきたマー

ケットですが、ようやく上昇に転じてきました。OPEC

での減産合意、アメリカの大統領など資源にとって

は、追い風とも言えます。また、EU での保護主義の

動きも表面上は、沈静化しつつあるように見受けられ

ます。今後は大きな下落は無く、利益確定売りなどで

一時的に下げる事はあっても大きく崩れる事は無い

と期待したい所ですが、一方で中国の減速などもあ

り、大きく需要が増えるという事ではない様です。そ

れを見越してか、来年の銅のプレミアムは下落してい

ます。強弱両面の要因が混在しておりますが、やや強

めといったところでしょうか。 

大学生・大学とは 
 
先日、ある金融機関さんの大学での寄付講座があ

り、知人の社長お二人がゲストスピーカーとして呼ば

れていましたので参加してきました。 
経済経営学の学生を相手に講演するのですが、８割

位の学生は、まじめに聞いており、２割位の学生が、

スマホで遊んでいたり、寝ていたりといった感じでし

た。まあ、普通の大学の風景と言ってしまえばそれま

でですが。少し気になったのが、席の前半分は、まる

っきり誰も居ない事です。昔は（？）数名は、最前列

で講義を聞く学生が居ました。今は、積極的な学生が

中段に座り、残りは後ろからです。 
立教高校の校長先生で、渡辺先生が 2011 年に中止

になった卒業式の代わりに発表した文章があります。

http://niiza.rikkyo.ac.jp/news/2011/03/8549/ 
当時、話題になったので記憶にある方もいらっしゃる

かもしれませんが、3.11 の直後でした。 
この中で、渡辺先生は、「海を見る自由」を述べて

います。立ち止まって、自らを見つめなおせ、現実を

直視しろと語っています。それが許される時間が、大

学なのだと。 
 もう一つ、印象的なスピーチがあります。アップル

の創始者である、スティーブ・ジョブズが 2005 年に

スタンフォード大学の卒業式で行ったスピーチです。

これも非常に有名ですから、YouTube などでご覧に

なった方もいるかと思います。 
https://www.youtube.com/watch?v=XQB3H6I8t_4 
 
ジョブズは、最後にこう締めくくっています。 

「Stay hungry, stay foolish. 

（ハングリーであれ。愚か者であれ）」 

渡辺先生の言葉であったり、ジョブズの思いなどに

少しでも触れていれば、教室も少しは前から埋まるの

ではないかなどと感じておりました。 

もっとも、社会人向けのビジネススクール（大学院）

でも、残念ながら席は中段から後ろが埋まっていま

す。中段に座っているのは、僅かな日本人と留学生で

す。今や、日本のビジネススクールの学生の半数以上

が留学生で占められている時代ですが、授業中、自ら

発言する学生は少ない。やっぱり豊かな時代なのでし

ょうか？まずは、我々大人がジョブズの様に行動し、

若者を引っ張って行かなくてはならない様です。 

 

今年 1年、大変お世話になりました。来年も皆様に

とりまして、良い年であります事を祈念し、一年の御

礼とさせて頂きます。ありがとうございました。 
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